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研究成果の概要（和文）： 小型ハクジラ亜目は、接触や同調を用いてコミュニケーションを行

う。本研究では、その詳細や発達・進化を明らかにすることを目的とし、野生個体の水中観察、

飼育個体の観察、バイオロギングの 3 つの手法を用いて研究を行った。その結果、ミナミハン

ドウイルカの呼吸同調が親和的社会行動の一部であることを示した。また、マイルカ科とネズ

ミイルカ科では胸ビレを用いる社会行動に相違がみられることや、社会性が乏しいとされてき

たスナメリが他個体と社会関係を築く可能性を示した。 
研究成果の概要（英文）： Two social behaviors, physical contact and synchrony of 
odontocetes were studied by using underwater observation of wild dolphins, observation of 
captive dolphins and biologging system. The results suggest that synchronous breathing is 
a component of an affiliative social behaviour in Indo-Pacific bottlenose dolphins. The 
results also show the differences in social contact with flipper of Delphinidae and that of 
Phocaenidae. Finless porpoises seemed to have undeveloped social structure in previous 
study, however, our results suggest that they form associations with particular individuals. 
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトの高度な知能や複雑な社会を理解す
るために、ヒトと類縁関係の深い霊長類を対
象とした研究が、半世紀にわたり行われてき
た。そこでは、個体識別法や遺伝学的手法が
確立され、様々な種の社会構造が明らかにな
った。また、詳細な行動観察により、社会的
毛づくろいが社会の維持に重要であること
もわかった(西田ら 2003)。 

一方で、ヒトの知能や社会が、現在のかた
ちに進化した原因(選択圧)を探るためには、
系統的起源は異なるが類似した知能や社会
を持つ動物の研究も行う必要がある。小型ハ
クジラ亜目(以下、イルカ)は、「海洋」という
ヒトとは全く異なる環境で進化してきたに
もかかわらず、体サイズに比べて大きな脳・
高度な認知能力・多様な社会といった特徴を
持ち、ヒトとの収斂がみられる。近年、イル
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カにおいても個体識別法や遺伝学的手法が
取り入れられ、社会構造が記述されるように
なり、多様な社会を有する動物群であること
がわかった(Tyack ら 2000)。しかし、社会の
維持に重要な個体間コミュニケーション(特
に触覚や視覚を用いるもの)の研究は、海洋と
いう観察困難な環境に阻まれ、国内外共にほ
とんどなかった。また、飼育個体を対象とし
た研究は、飼育が比較的容易なハンドウイル
カ属を対象としたものがほとんどであった。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、イルカにおける接触・
同調を用いた社会行動の詳細な分析、個体ご
との年次的行動変化の分析、系統の異なる種
間での行動比較を行い、接触と同調の詳細や
発達と進化を明らかにすることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
イルカにおける接触・同調の詳細と発達を

明らかにするために、伊豆諸島御蔵島周辺に
生息する野生ミナミハンドウイルカの個体
群を対象として、水中ビデオ撮影を行った。
加えて 94年～03年までボランティアが撮影
したビデオデータも用いた。ビデオを再生し、
年齢が明らかな個体を対象として、接触の種
類・頻度・持続時間・相手、同調行動の精度・
頻度・相手を記録した。 
系統の異なる種を対象に、飼育下で接触と

同調の有無を調査し、接触と同調の種類や頻
度、精度の違いを検証した。鴨川シーワール
ドのハンドウイルカ、鳥羽水族館のイロワケ
イルカ、宮島水族館のスナメリ、海遊館のカ
マイルカを対象とした。水中観察窓より、目
視観察及びビデオ撮影を行い接触の種類・頻
度・持続時間・相手、同調の精度・頻度・相
手を記録した。 
野生下での社会行動のデータを収集する

ため、アフリカ大陸南東岸に生息するコシャ
チイルカおよびハワイ島周辺に生息するコ
ビレゴンドウを対象とした。調査船の船首波
に乗っている個体数頭に、吸盤を用いて、行
動記録計（データロガー）の取り付けを試み
た。 
また、揚子江に生息するスナメリ 6 個体に

同時に装着したデータロガーから得られた
深度データを用いて、同調遊泳の有無と相手
の偏りを分析した。 
 
４．研究成果 
(1)同調の詳細な分析 

伊豆諸島御蔵島周辺に生息する野生ミナ
ミハンドウイルカを対象に、呼吸同調を伴う
並泳の詳細分析を行い、呼吸同調は親和的社
会行動の一部であることを示した。このこと
は、呼吸同調を指標にイルカの社会関係を分

析できることを示す。オトナやワカモノでは
同性・同成長段階の個体同士が、また、母子
ペアやエスコートと呼ばれるメスとコドモ
のペアが、頻繁に呼吸同調を行った。呼吸同
調時の個体間距離は母子ペアにおいて最も
小さく、メスペアの方がオスペアよりも小さ
かった。これらの結果はイルカにおける “パ
ーソナルスペース”（相手に入ってきてほし
くない距離）が、ヒトと同様に、ペアの組み
合わせによって異なることを示唆した。また、
呼吸同調を行う 2個体の呼気の時間差は、メ
スペアの方がオスペアより小さく、オトナペ
アの方がワカモノペアよりも小さかった。こ
のことは、呼吸同調行動がペアの組み合わせ
によって異なる特徴を持つことを示す。これ
らの成果を学術雑誌に投稿し受理された。 
 
(2)接触・同調の発達 
伊豆諸島御蔵島周辺に生息するミナミハ

ンドウイルカの 94年から 03年までの個体識
別調査用ビデオ映像から、接触を伴う社会行
動の種類・頻度・持続時間・相手のデータ収
集を行った。今後、個体ごとの年次行動変化
を明らかにする予定である。 
 

(3)接触・同調の進化 
①飼育個体の行動観察 
接触・同調コミュニケーションの進化につ

いて考察するため、系統の異なる種間での行
動比較を目的に、水族館でデータ収集を行っ
た。広島県宮島水族館において、ネズミイル
カ科スナメリの社会行動の目視観察及びビ
デオ撮影を行い、社会行動の種類・頻度・持
続時間・相手、同調行動の精度(相手との時
間差や個体間距離)・頻度・相手を記録した。
その結果、スナメリは他個体との接触の際に
背面を頻繁に使用することや、2 個体が並行
になる隊形での呼吸同調はあまり行わない
ことなど、これまで分析してきたマイルカ科
ミナミハンドウイルカの社会行動との相違
点が見いだされた。 
三重県鳥羽水族館にてマイルカ科イロワ

ケイルカ母子 2組を対象に、水中観察窓より、
同調・接触行動の目視観察及びビデオ撮影を
行った。イロワケイルカは、ミナミハンドウ
イルカと同じく胸ビレで相手をこするラビ
ングを行うが、胸ビレの往復運動が小さいこ
とがわかった。2 個体による呼吸同調はミナ
ミハンドウイルカよりも時間差が短く精度
が高いことがわかった。 

大阪府海遊館にてマイルカ科カマイルカ
を対象に目視観察とビデオ撮影を行った。そ
の結果、カマイルカもミナミハンドウイルカ
等と同じく、胸ビレで相手をこするラビング
行動を行うが、その持続時間はミナミハンド
ウイルカに比べて短い等、共通点と相違点が
見いだされた。 



このように、マイルカ科（イロワケイルカ、
カマイルカ、ハンドウイルカ、ミナミハンド
ウイルカ）とネズミイルカ科（スナメリ）で
は、特に胸ビレを使用する社会行動に、相違
がみられた。今後、他の接触行動や同調を詳
細に分析・比較していく。 
千葉県鴨川シーワールドの飼育マイルカ

科ハンドウイルカと伊豆諸島御蔵島の野生
ミナミハンドウイルカを対象に胸ビレで相
手をこするラビング行動（鴨川 859 例、御蔵
561例）を比較した。体をこすられる個体(ラ
ビー)が胸ビレを使う個体(ラバー)に接近し
始まり、ラバーがラビーから離れて終了する
例が多いこと、ラビーが横向きや逆さ向きな
ど通常とは異なる姿勢をとることが多いこ
と、母子および同性同成長段階同士がラビン
グを行うことが多いことなど、2 グループ間
で多くの共通点が見出された。このことから
マイルカ科ハンドウイルカ属ではラビング
行動は類似した機能を持つ可能性が示唆さ
れた。この成果を国際シンポジウム及び国内
学会にて発表した。 
  
②バイオロギング手法の導入 
 野生個体の水中下の社会行動を記録する
ため、下記 2 種への動物搭載型記録計(デー
タロガー)の装着を試みた。南アフリカ共和
国にて野生コシャチイルカへの吸盤による
データロガーの装着を試み、それに対する反
応を評価した。ネガティブな反応が少ないこ
とが分かり、データロガーによる本種の水中
での社会行動の記録が可能であることを示
した。この結果を学術雑誌へ投稿し受理され
た。ハワイ島沖に生息するコビレゴンドウを
対象に、吸盤によるデータロガーの装着を試
みた。その結果、水面付近での遊泳速度、体
軸角度、ストローク頻度など、行動の詳細な
データを記録することに成功した。今後、よ
り長時間の装着を行うことで、社会行動のデ
ータも収集できると考えられた。この結果を
学術雑誌へ投稿し受理された。 
 揚子江スナメリ 6個体に同時に装着したデ
ータロガーから得られた深度データを用い
て、15通りのペアのうち、オトナオスとワカ
オス、オトナオスとワカメスの 2ペアにおい
て同調潜水が有意に多いことを発見した。こ
のことは、これまで社会性が乏しいとされて
きた本種が、他個体と社会的関係を築く可能
性を示唆した。また、バイオロギング手法を
用いて取得した複数個体の潜水深度データ
から、同調コミュニケーションの有無を自動
的に分析する手法を確立し、水中観察不可能
な種の社会関係を調査できることを示した。 
 今後、野生下での観察が困難な種に関して
は、本研究で確立したバイオロギングによる
手法を用いて社会行動・社会関係の分析をし
ていく。 
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